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佐佐木茂美
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　／996年 7 月初旬、 ス イ ス の 構造主義醤語学 者 Ferdinand 　de　Saussure の トリス タ ン 物語

関係の 手書 き原稿写 しが学習 院大学の 三 宅徳嘉氏 （名誉教授）か ら稿者 の もど に届 い た 。

伺大学所蔵の ソ シ ュ
ール 原稿 の マ イク ロ フ ィ ル ム の

一
部をな して お り、ソ シ ュ

‘
ル の 言語

学関係 はすで に 出版済 み で あるが
（1）、そ の ト リス タ ン研究 は未fi亅の ままで あ り、か つ そ の 存

在 自体が トリス タ ン の 専門 家に知 られ て は い な い
。

　 ソ シ ュ
ー

ル が 「言語 構造 を解明 する の に 使 っ た 方法 を 、 神話 ・伝説に適用 しようとした

もの で、素材分析の ノ ー トに す ぎな い とは い え、suggestif な点が す くなか らずふ くまれ て

い る と感 じます」 とい っ た三 宅氏に よる但 し書 きが付 され て い た。オ リ ジナ ル は ス イス ・

ジ ュ ネー
ヴ大学付属図 書館所蔵 の iViebelunngen を扱 っ た部分 に相当 し （Ms ．　 Fr．3958−

3959）、学習院大学で は同氏 を中心 に解読 が始め られて い た
｛2］

、との こ と、縁 りの な い 者へ

信頼 をお寄せ
．．
ドさ っ た こ と に深 甚の 謝意が こ こ に示 され る もの で ある 。

　氏は それ に 先 立 っ て 、Roneanike（S ）
お よび Tn

’
staniaC

‘）の それぞれ フ ラ ン ス ・ア メ リカ の 専

門誌 掲載の 拙稿 に関 し過分 の 評価 をお寄せ 下 さ っ て い て 、Zン醜 α忽 o 誌掲載の 論文 と ソ シ ュ

ール ・ノー トとの 関連 を見越 した上 で の 今回の 恵送 となる の で は ない か 、と考 え られ る。

　稿者 は トリス タ ン 物語の 二 つ の 系譜 （流布本系お よび 宮廷 本系）の うち前者 （B6roul 本）

残存断片 4485行 15）一 もと もと最初の ヴ ァ
ー

ジ ョ ン をフ ラン ス 語 とす る断片の 繋 ぎ合わせ

しか 存在 しな い 一 の 二 人の 主要登 場入物 の 別離 に交 された anel （イ ズ ー
よ リトリ ス タ ン

へ ）の 機能検討 と他言語 の 諸版 を も含む 照合比較 か ら物語後半部 の 筋書 を推 定 した nT 然 一

纏 毎 誌上 の 論稿 を発表する に及ん で 引 き裂か れた主人公 の 聞 を取 り持 つ こ の 介在 もさ る

こ となが ら、物語の 全 体像 の 把握 の ため に狩猟犬 Hudent、こ の 動物 の 存在が なお 気掛 か り

とな り始め て い た、と い う経緯が ある。

L 　トリス タ ン と か れ の 猟 犬

　ソ シ ュ
ー

ル の 位置 は ど うな るの か ？か れ．の 専 ら扱 う Petit　CreU と呼 ばれ る犬狗 が 現 わ

れ るの は、フ ラ ン ス 語版で は宮廷本系 の Thomas 　d’Angleterreの 残存断片 〔6＞ （制作年代は

1173年 か ？）（7）に依挙 した とされ る
『
オ ク ス フ ォ

ー
ド狂 恋』 〈Folie　d

’
Oaford）（以下 FO ）（B ｝

『 直後 の 制作年代 か一 の み で あ る・し た が っ て原本で あ る Thomas に も こ の 犬狗が い 　160
た 可能 性が あ る。さ らに ドイツ 語版宮廷本系 の 、一 つ ま り トマ に依拠 す る Gottfried　von 　（9）

＊ 罸語 文化学 科 教綬 中 Htフ ラ ン ス 文学
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Strassburg（制作年代十三 世紀初め）で は マ ル ク王に よ り追放の 身 とな っ た トリス タン は

Petit　CreU を残 し、 流布本系に現 われ る Hudent を連れだ す（9＞
。 ノル ド語の

『
サ ガ 』

一 宮

廷本系で 十三 世紀初 め に書か れ る
一

には
一

頭 で 名は な い 、と して も二 頭 の それ ぞ れ の 特

徴 を もっ て い る｛1°）
。

『
サ ガ 』 は もともと二 頭 の 犬 狗 を一頭に した の か、そ うだ とす る と流布

本系 に む しろ近ず く。

　か つ て Jos∈ph　B6dierはケ ル トの 伝説 （口承段階）か ら直接 に材源 をえた フラ ン ス 語で

の 最初 の 物語 （B6dier はそれ を arch6type と呼 んだが そ の 呼称、さらに arch6type そ の も

の を今 日で は疑問視 する見 方が あ る）には取 り込 まれ る こ とな く、

「後に考え出 され た挿話

的小詩 」
〔11） （de　petits　poemes 　episodiques　imagin6s　plus　tard） に Petit　Crettが介在 して

い た とみ て い た。こ れは ケ ル ト起源説 を極 力抑 えたα 2
順 学 に して の 見解で あ っ て実証的 な

研究が以 降なされ たわけで は な い 。

　流布 本系 は本 当 に Hudent しか 知 らなか っ た の で あろ うか ？宮廷本 系 は FO や Gott・

friedの よ うに流布本系が 採用 しなか っ たデ
ー

タ、Petit　CreU をあ とか ら組み 入れて い た の

で あろうか ？13世紀 30年代に制作され た 、 流布本系 を大き く曳 きずる
『
散文 トリス タ ン 物

語』 （Le　Roman 　de　T海s纏 en 　Prose）は い ままで 全 く研究対象 とは な っ て い な い 。ソ シ

ュ
ー

ル
・ノ ー トは こ の地 点か ら出発 して い る 。

　 「『
散文物語 』 で はプテ イク リュ は トリス タ ン の 猟の ポイ ン タ

ー犬 ともはや同一
にす ぎな

い
。

い やむ しろプ テイク リュ に相 当する物は何 もな い 」 （Ms 　3959／10．1）

　（Dalls　le　Prosa−Roman ，
　 Petit・Criu　ne 　fait　plus　qu

’
un 　avec 　Ie　brache　de　chasse 　de

　Tristan．　Ou　plut6t　rien 　qui　correspond 　a　Petitcriu：〉

　だ が ソ シ ュ
ール ・ノー トは こ の 最初 の 行の あ と

『
散文 トリス タ ン 物語 』 か ら逸れて しま

う。 したが っ て本稿 は 撒 文 トリス タ ン物語』 （以降 『散文』）を検討 し、

「 トリス タ ン 物語」

の コ ーパ ス の なか の 二 頭 の 犬狗 を次 に取 り上 げ るこ と となろう。

　　　　お な じイヌ 族 と見 られ る 「狼 」
  の い る

「赤頭巾ちゃ ん 」 に魅 了 されようと も 「物語性 」

　　　に 乏 しい 犬 狗 に 対す る人 々 の 関心 は低 くまた 文 学作品 の 研 究 に お い て も出遅 れが あ

　　　る
〔14）

。

　　　　ケ ル ト文化 は犬狗へ の 思 い 入 れ 、

一 ユ ダヤ ＝キ リス ト教 の伝統 で の 犬狗へ の 蔑視 が あ

　　　り〔15＞、ギ リシ ャ
＝＝ ロ ーマ の 古典文化 は肯定的 ・否 定的二 面 性 を備 えて い た   一 その 積極

　　　面 を強調す る こ とで 際立 つ 。 著名な ケ ル トの 英雄 Cuchulai  は 「イヌ 」 （Cu・〉を名 の 内に

　　　もち、彼 の 武力 は犬狗 に 準 えられ る（1η。 トリス タン伝説一 ケ ル ト起 源 （主人公 の 名は ス

　　　コ ッ トラ ン ドとグ レー ト・ブ リテ イン に定住 して い た ピク ト人 の 王 の 名 Drostan、　 Tristan

　　　はウ エ
ー

ル ズ系、物語の プ ロ トタイプ は ア イル ラ ン ド）の 定説を もつ
一 の 主人公 もまた

　　　犬狗 との 深 い 関 わ りで 示 されて こ こ に 不思議 は ない 〔18）
。 十二 世紀 か ら十 三世 紀 に書か れた

159　作品群で 主人公 の 所有 とな る犬狗二 頭 まで もが 固有名詞 Hudent，　petit　Crettをもっ て 名

（10） 指 され て い る、こ れ．も偶然 で はな い はずなの だ 。
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一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

F
一
散文 トリス タ ン物語 』 とHuclentお よびその 了孫の 介入 佐 佐木茂美

　物 語の 祖型の 大筋 は
「Diarmaid と Grainneの 駆落 （aithid ）」 の 説話 側 で は一一Finnの

奥方 Gralnne の
一

方的な前者 （Finnの 臣下） に寄せ る情念が 主題 とな っ て い る。 奥方 は

Diarmaid を して森へ の 駆 け落ち を迫 り魔術的 な強制力 をもつ geasa （禁忌）（
2 °〉− ge三s の

複数一 をしか けて 、両者 は Finn の 追手を逃れて の 逃 亡 生活 に 入 る。追手 の 猟犬 の 上 に 両

者の糧 食の 手段
“
狩 ザ の イヌ が絡む。 「Diarmaidの 死 」

c21｝で は トリス タ ン の 前身 ともい う

べ き人物の 最後が 語 られ る。こ の ケ ル トの 勇者 は Finnの 催す狩 りを矩 み え な v ・ （2z）とい う

geasa に 置か れて い る。猟犬 の 吠 え声、とい うヴ ァ ジ ョ ン もある 、 妻 を失 っ た怒 りの 王は猟

犬 の 吠 え声 に よっ て Diarmaid を誘 き出そ うと 試み る 。

　トリス タ ン の 前身は猟犬 とあ らが い 難 い 運命で結ばれ 、実行一
吠 える猟 犬 の 追跡一

と続 く死 を迫 ま る geasa が か れに付 きま とう。こ うした原始祉会 の
一一種 の 禁忌 を媒介と し

て誕 生 した英雄 の 物語に 当時の フ ラ ン ス の 風 習や 他起源の 説話
 

が 接触 し、変容をきた し

て い つ た、 と思 われ る。

　多 くの ヴ ァ
ー

ジ ョ ン の 中で も Neo −Tristan と言わ れ る、時代 の 大 作家 Chretien　de
Troyes の 手に な る、筋書 の 類似 は指摘 で きる が 登上 人物の 名 を変え た C忽齠 （制作年代

1176か P）の 中で なお次 の ように主入公 を特徴づ ける。

か れ （ク リ ジ ェ ス ）は マ ル ク王の 甥 トリス タ ン

より逸 る剣術や 弓術に 心 得 あ り

鷹狩や 　狩猟　に は さ らに優 っ て い た （vv ．2749−2751）（2 ‘ ）

Si　sot 　plus　d
’
escremie 　et　d’

arc

Que　Tristanz　1三nies　le　roi 　Marc ，

Et　plus　d
’
oisiax，　et　PlttS・de　cltiens ：

　oisiax を 「鷹 （原義は
“
鳥

”
）狩 り」 、　 chiens 〈原義は

“

犬狗
”
）を 「狩猟 」 と訳 出 して い

る 。

「鳥」 は 厂鷹狩 り」 を、 「イヌ 」 は 「狩猟」 を一 二 種 の 狩 りは と もに猟犬 を使 うが 後

者 で は捕獲 と収拾 ともに猟犬 が使 われ る一 一既 にそれ だ け で指 して い た。

　叙 事詩 の 主人公 が 剣術は と もか く、弓矢を操 り、鷹狩や狩猟 に 長け て い た とい う記述 を

欠 くに た い し、それ らの 技 に よ り物語 の 主人 公で あるク リジ ェ ス の 才能が 強調 されて い る

の は興昧深 い
。 二 種の 狩 りば

25
猛 禽や 犬狗 の 飼育を含 め 当時 の 宮廷社会 の騎 士 の 教育 に組

み 入 れ られ、そ の 理 想像を塑像す る。

　こ の テ ク ス トで トリス タ ン が 宮廷 社 会の 典型 と して機能 して い る こ とが 注目 され る 。 ト

リ ス タ ン に 優る 「鷹狩 D」、［狩猟 」 の 名 手 は い ない 、 とい う前提 を作者 ク レ チ ャ ン は十分

に利用 して い る
〔2
％ こ の テ ク ス トで

「
鷹狩 」 との 関連が強 調 され て い るが 12世紀半ば か ら

ヨ
ー

ロ ッ パ に伝わ っ た  とされ る猟犬 を使 う 「狩猟 」 が 「 トリス タ ン 物語 」 で最 も広範 囲
に採 用され る主人公 の 肖像で ある 。

「狩猟 」 が イ ギ リス に渡 っ た の は 「 トリス タ ン 物語」 に

よる と もみ られ て い る の だ 〔27）
。

狩猟 書の類 に 関 し て の 手解 きの 書 は、
．
卜四世 紀 に もっ と も多 くの 巻数が 著わ され る v 非

158
（11）
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現実を主題 とした物語 に あ っ て も猛 禽や猟犬 の 生態描写 が極め て正確 で あるが狩猟方法 は

詳細 を欠 くとい う指摘が ある  。つ ぎの 四例 に止 め よう。まず Marie　 de　 Franceの短詩

（lais）G麗g翻 α7 主人公 の 前 を狩猟係が猟犬 10頭 を、あ とに は従者が 弓、ナイフ 、矢筒 を

持 っ て森 に向か う
（29）。第二例は猟犬係お よび弓手が獲物 を追 う脚の 速 い 馬 （chaceor ）に 乗

る王 を補佐 する  
。 以上 の 二 例は い わ ゆ る 「ブ リテ ェ イ ン （ケ ル ト系）の 素材」 で あるが、

第三例 と して古典古代 の 「エ ネイー ド』 中世 フ ラ ン ス 語 に よる翻案 E 廂 αs （制作年代12世

紀 中頃）で は犬一頭、弓、矢筒、10本 の 矢 を数 え る（31｝
。 第四例、 しか しオ リジナ ル には犬

一頭 の 記述 を欠 く（32 ）。

　流布本系で は トリス タ ン の 狩猟装束は第三例 に最 も近 い 。 理 想的宮廷人の 「愉楽 」
  とし

て の 「狩猟 」 は 「ブ リテ ェ イ ン の 素材」 に読み取れ 、 予想され る よ うに宮廷 本系の 方で あ

るが 二 人ずつ の補佐の ある第
一

、第二例 に は入 らな い こ とが注 目され よ う。

　度合の 程度は 異 な るが 、狩猟人 トリス タ ン は 両系列 ともに さ ら に 本源 的なか れ の 定義 で

ある ように思 われ る。か れは 「恋人」 で ある よ りもまず 「狩猟人 」 で あ り、そ の 役割 を二

つ なが ら果 た して い るか に見 える。こ の 存在規定 は、 「犬狗 を伴 う者 」 なの で あ る。

II．「
散文 トリス タ ン物語 」

　本稿で は膨大な 『散文 トリス タ ン 物語 』 （Le　Roman 　de　Tπs如 η en 　Prose） の 犬狗 をま

ず検討す る と こ ろ か ら始め た い
。 欠損の あるな しを問わず写本82を数 え て 、13世紀以 降、

韻文で 書か れた上 記の テ ク ス ト群を凌 い で 、『 トリス タ ン 物語 』 と い えば まず 『散文 トリス

タ ン 物語 』 （以 降 『散文』）を指 して い た 。 B6roul （以 降 B ）の 系譜 に属 する本テ ク ス トに

は Petit　CreU は不在、猟犬 Hudenc （表記マ マ ）が つ ぎの 計四 箇所に現 われ る。

［1］Ed，　R，　L．　Curtis，　tome 　II，Leiden ，
1976

，
　pユ51

， ＄553；

［II］Ed．　Ph，　M6nard，　tome 正，Gen6ve，1987，　pp272 −276．＄ 186−188；

［III］Ed．　G．　Roussineau，　tome 　III，　Gen邑ve ，1991，　pp．167−168， ＄125
，
137−138；

匚IV］Ed ．　J．　B6dier ，
　tome 　II，pp．394−395．

　　　 ［1］ 「
大 い な るモ ロ ワ の森にて 」 （en 　la　grant　forest　dou　Morroiz）（＄552 、　 L 　21 −

　　　　　22 ）

　　　　Hudenc の 具体的な描写は
『
散文 』 に はない 。そ こ か らすべ て の 流布本系が 出て くる B は

　　　 「（い か な る）王侯 と て か か る （良 い 〉猟犬 を持 ちえず」 （Qens　ne 　rois 　n
’

out 　tel　berseret＞

　　　（v ．1441）と して
「ポイ ン タ

ー犬 」 （brachet）〔34》（w ．1440，1457i　1501，
1539

，
1609

，
2696

，
　2728）

　　　…との 明示が 7 回あ る 。

　　　　そ れまで の 「動物誌 」 は伝統的肯定否定見解 を繰 り返 した 。 そ れ にた い し同系 に組み 入

　　　れ られ る 、ダ ン テ の 師 Brunetto　 Latiniは1263年か ら1264年にか けて フ ラ ン ス 語で 百科全

　　　書 「宝物の 書 』 （Le　Livre　dou　Tresor）を著 わ し 「ポイ ン タ
ー

犬 」 に関 し 「耳が 垂 れ 」、「動

　　　物や 野鳥の 匂 い 」 を嗅 ぎ分 け る習性 ゆ えに 狩猟 に 適 し、 主 人 にた い し
「情愛が 深 い 」、（35 ＞と

15フ　して い る点 は注 目され る 。

（12）　 B は外見描 写の 欠落は あ る 。

「臼 きユ ダ ン 」 （Husdent　li　blans） （v ．1511）、「陽気 な るユ
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「
散 文 トリ ス タ ン 獅 穐 とlludentお よび そ の f・孫 の 介 入 佐 佐木茂美

ダ ン 」 （HUsdent 　li　bauz） （v ．161  ） と ある の み
。 だが そ の 行動 に は きわめ て 詳 しい 。み ず

か ら介入 して 200行に わた っ て、主 人に 置 き去 りに され て悲 しむ Hudent を詳述 する （vv ．
1437−・L636）。

　
マ ル ク に 囚われ の 身 を 「 トリス タ ン の 跳躍 」 （v ．954）と命名 され た奇蹟的な跳躍 で 追手 を

逃 れ モ ロ ワ の 森 （v ．1275）に主人 公は分 け入 るが 、それ を追 う Hudent の 方は 同 じ岩 の 上に

そそ り立 つ 礼拝堂の 窓か ち飛 び 降りた 時、 片足に傷 を負 う （vv ．1514−／516）。

　 調入公 とその 愛犬に同 じ行動 をさせ て 、 ト iJス タ ン の 「定め 」 の 特別 な意味を、それ に

従 う動物 に も優る超 自然の 能力を明示す る。 しゃ にむ に 後 を追 い 、「 トリ ス タ ン の 跳躍 」 を
｛士損・じる猟犬 の 運 命は主人・

公 に従属 しつ つ 重 なる。森 に こ だ まする Hudent の 声ほ ト11 ス

タ ン 等 を恐怖 に落 し入 れ る （v ユ535）。イズ ー
は狩猟 の 人 トリ ス タ ン に次 の よ うに 言 う。

「獣
を狩 る の に吠 え るは犬 の 性・習… （vv 」574−1575）1・・1 〈1．i ・h｛… sa 　b。、t，　prent　a 。　 c，i

，

Que　par 　nature
，　que　par 　us ．） と、殺窖 を企 て るか れ を嗜め る。そ こ で

’
猟 犬の 本能を矯め

　
「
吠 え る こ とな く」 （sanz 　cr 了er ） （v 」622）獲物 を追 うよ うに 調教 されて 、逃 亡 者・トリス タ

ン とイズ ー
そ して ゴ ヴ ェ ル ナ ル （幼年時代 の 主人公の 養育係 りで あ り後年 は従者〉の 森の

生 活 を支 える 。

一
方、 ドイツ 語に よる流布 本系の Eilhart　von 　Oberg は Utant−一一一＝．あ きら

か に Hudent と同列
一

と L ・ う名の 猟犬 を導入 し （vv ．4369−44ge）（37 ）、 トリス タ ン は最初 に

ポイ ン タ
ー

犬 を使 っ て 狩猟 を行 っ た と
．
して い る （vv ．4542・−4545）（3H ）

。

　こ こ で の 〔森 」 は もち ろん現代語 の そ れで はな い
。 silva と対 17二する forestis（39〕

、狩猟空

間 、 貴 族階級の 「愉楽 」 の 特権的場で ある。
「
だ が 皮 肉なこ と に 流布本系 は勿論の こ と、宮

躰 系 塒 代の 反映の な い ・P・imltif姓 活 を主 入公 に課 して い る ．

・ ト リス タ ン の 纏 」

とい う慌 た だ しい 逃 亡の 故に、か れは弓矢 を持 ち出 しては い な い ．ゴ ヴ ェ ル ナ ル が森番 か

嶮 っ た齲 M281 −128・D が 当初 は棚 され 、畝 勤 ・ ・
た い そ う優 就 射手 、 （。．

1279）‘4°1で み ずか ら森に獲物 を追 ・・ 「弓 を取 ・」、森を馳せ 、…矢筈 を弦 に か け射 る 、 （w ．1285
−1286）  〉

。 そこ え Hlldentの 出現 に よ りそ の 原始的 ／民 衆的手法は変わ る 。 さらに 先で ト

リ ス タ ン が 「
撃ち損 じの な い 弓 」 を 「発見 」 （v ．ユ752）（42

−｝す る に お よび 愈ga 空間は神話的、
本源 的人物 の 潜む場 と

．
変容する ，，

　　
『散文 ・ 総 肋 ちの 空 雕 「

モ ・ ワ の 森・ に置 き、とくに H 。d。nc の 名は もちろ磯
つ か の 詳細も B を下敷 き と して い る 。 だ が こ こ で の 生活 を決意す るに い た る彼等の 湧葉は、
B の 具 納 な逃 亡 繝 で は もはや な い ・・（こ こ に 分 け入れ ば）hllzらは世界を失お う し、
騾 は h 　t”Lらを・ （＄550・B5 脚 精 熱緩 の 神諭 の 宣 言ヵ・

’
「
モ ・ ワ の 森 、 で お こ t． llっ

れ る・ B の 三名 の 生1鵡 イ ズ …
の 侍女 Lamid ・ が 加わる （＄552、1．22）．

　f賭 介入 で こ ，）
1森 ・ が黝 が最 も多 い （＄55・・L ・9−2  ） とあ っ て 、主人 公瑚 ・ e，の 腕が 歌繊 る こ と

もなV  トリズ タ ・ の 耀 は虻 者 の 生肋 驢 で は な くなっ て い る ．

・よき辮 嫁 捌 、
晦 に獣 肉 が あろう・ （＄552・LI7 −18）詩 ら に ゴ ヴ ・ ・け ル 1よ顳 の 城 に 齲 き、他 の

食料調達 を行 っ て い る （1．19−20）。
t．t

テ ン輾 れ 触 人を慕 う H ・d・n ・の 狂お し ・ 騰 ・躑 弸 こ こ ・な ・ ． トリ・ タ ・
、56

が マ ル ク に お 硫 の 馬 P ・・seb ・uel と 厂
お 触 の ポ イ ・ タ吠 、ユ ダ ン 、 （H 。 d。ncl ＿ （13 ）
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brachet）（＄553、1．3＞の返還 を所望 して 、ゴ ヴ ェ ル ナ ル を王の 許 に送 る 。 怖れか ら王 は

使者に 「快 く」 （volentiers ）（L　19）馬 と猟犬 を渡す 。 トリス タ ン の 馬が 最初に 置か れ、ユ

ダ ン と一緒 に 戻 され て い る 。

『散文』 で は主人公 の 猟犬 との 関わ りはその 分薄 らい で い る。

B で は馬 は狩猟場面 で現わ れ ない し、まして固有名詞 を保持 して は い ない 。

　取 り戻 し た時点で トリス タ ン の 狩猟が始 ま る （L26）。 トリス タ ン は 自分 を捕 えようとの

マ ル ク の 「奸計 」 を恐れ、「彼 の ポイ ン ター犬、ユ ダ ン 」 を調教す る 「吠 えずに獲物 を追 う

よう」 （chacier 　la　beste　sanz 　glatir） （1．37） とあ っ て明 らか に B の 筋書が尊重 されて い

る。 として も付加 されて い るもの はな い
。

　王は トリス タン
ー

行が モ ロ ワ に い る こ とを感ず い て い た （1．38）。 トリス タ ン と ゴ ヴ ェ ル

ナ ル が狩 りに で て い る留守に、マ ル ク は王 者 の 狩 りをすべ く森に入 り （＄554、L1 −2）、イ

ズ ーと侍女 を連れ去 る （＄555、1．9−10＞。

［II］ 「大 い な る モ ロ ワの 森 に て 」 （en 　la　forest　du　Morois）（XV ．＄ 183 ）

第二挿話 は再び モ ロ ワ の 森　　狩猟空間一 の なか に位置する 。
マ ル クは

一
匹の 鹿を追

い （1，5）、 とあ る泉水 に 至 る 。 野 人／狂人の 姿の トリス タ ン は その 泉水の 傍 らで 眠 り込み

（＄186、1．4−5）、角笛 に 跳び起 きる。「さあ早 く、ユ ダ ン よ ！それ を捕 え よ ！そ れ を捕 え

よ ！」 （Or　tost，　Hudenc ！Pren　le　moi1 　Pren 　le　moi ！） （L　8−9＞（44 ）と叫ぶ 。 紛 れ もな い 猟犬

に獲物 を追う命を与える声。一方、王 は ユ ダ ン の 名 を耳 に して 自分の 甥 を思 い 起 こす （1．　le

−・11）そ して 、 じっ と 目の 前 の 変 り果 て た トリス タ ン を凝視 し始 め る 。 だ が か れ は甥 を認 め

る こ とはで きない 。 本人は （1．12−13）狂 人の 印 と して顔を炭 と灰で ぬ られて い たか ら。

　マ ル ク は狂 人／道化 を居城の ある Tyntajol に連れ て い く （＄188、1．5）宮廷 で も誰一人

として トリス タ ン と気付 く者 は い ない
。

　 「か れ （トリス タ ン ）の ポイ ン タ
ー犬 を除 い て 、 （ポイ ン タ

ー犬は）かれ を見 るや直 ち に

か れ と認 め る。人の 彼 と認め えぬ ところ をポイ ン ター犬は彼 と認め た 。
コ ル ヌ ア

ーユ の 人 々

は皆 こ の 話をた い そ う大 い なる驚異 と と っ た 。か れ らは ユ ダ ン に よりか れ を認 めた、か れ

らの
「感 」 で はい ささ か もな い

。 」
 

（．．．Se　ne 　fust　Hudenc　son 　braquet，　ki　le　reconnut 　tout　maintenant 　que　il　le　vit．

La　u 　li　home 　ne 　le　pooient　reconnoiStre ，
1e　reconnut 　li　braqu色s．　Et　ceste 　cose 　tlnrent

amout 　grant 皿 erveille 　tout　cil　de　Cornuaille・111e　reconnurent 　par　Hudent，　et　non

mie 　par 　lour　sens 。）

　　　　こ の ［II］「大 い なる モ ロ ワ の 森 に て 」 に 「認 め る 」、「認め た 」 がわ ずか 4 行に 4 度反復

　　　され て い る、人間 の 認識 は動物 の それに 依存 しそ れ を通 して な の で ある 。 獲物を追跡す る

　　　よう命ず る トリス タ ン の 覚めや らぬ 声の 発す る Hudenc の 名に注意 を留め つ つ も、マ ル ク

　　　は トリス タン と
「認め 」 得な い

。
こ の 行 との 明 らか な対比 もある。こ こ は B にお い て の解

155 き放 たれた H ・d・n ・ が 主 松 を探 して つ い に モ ・ ワ に 潜 む ト リス タ ン の 許 に至 る と い っ

（14 ） 動物の 嗅覚の 認識力が 強調 された エ ピ ソ ー ド
ー

［1］に 引用
一 を思わ せ る。 『オク ス フ
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『撤 ト Ox タン 牛鷹 ・ とH ・d… お よび その 子 孫 畍 入 1雄 祇 美

オ
ー

ド狂恋 』
C46）や 『

ベ ル ヌ 狂恋 x，〔
47）の 道化 トリス タ ン を認識 するユ ダ ン で もあ る 。

ロ 佃 ］と もに獄 の 認識力 （嗅覚）の 燗 の それ に 対 す る雛 傭 らt、るば か りか、．” h
”
動物の 髏 を諦 こ こ で 固舵 言司に よ る主訟 との 連 りの 上 に 、短 の テ 以 トの 参

照で『 i・t・・t・XtUalite の 視点か ら一 強調 され て くるの は さ ら1・ ト 1」ス タ ン との 分か ち
難 い 「

チギ リ」 で あ り、か れ の 本源 的なそ の 犬狗 との 関係 となろ う 。

　　［III］ Hudent の 子孫 の 役 割

マ ル ク翅 就 デ ・ ナ ス （Dyna ・＞1まそ軈 人 に ポイ ・ ター犬 を二 頭贈 る謎 ヵ・徽 はあ
る馬赴 と駟 橢 ち をし瀦 士 との 間 で 果た し合が行 われ、デ イナ ス 備 者 となる ． に もか
か わ らず、恋人は敗考 誉選ぶ 。一一

方、ポイ ン ター犬は元 の 主 人を選 ぷ 。

こ の 攜 舌で トリス タ ン は 糊 しな い ・そ鍍 犬ユ ダ ・ ・か 姓 まt・k 二 grl・・轟 。 S −

・犬・ （le・ b・・q・6・ … d・ H ・ d・・c　e ・・… n ・・… ai・） （＄125
、 1．14−15） が マ ル ク王あ鞭 と

その 恋 人の 間 の や ogxo に関わ り・こ の 獄 の ・血統 とそ の 生 まれ の 良 さ、 （＄、35ぼ 14
−15）が 強調 されて．テ ク ス トの主 人公の軌跡 に添 うエ ビ ソ ドと な っ て い るこ とが 注 E され

る・デ け ス は ポイ ・ タ
ーを 厂心 か ら可愛 が るu （＄125、1．14−−16） ・

た v、 そ う硬 が っ て

い た ・ （…・m ・it・ − eilles ） （＄131・ 1… dl ）．
ユ ダ ン の 子 に 寄せ る デ ィ ナ ス の 鋤 を、

もしB の 檸 な縮 で あれ ば
一t−　f／）　1・縮 す 轄 で ある．かれ は トリ・ タ ・ を rた い そ 渡

して 晩 ・ （・ merv ・II・ ・m ・it・T ・1・t・an ） （・．1・86）か らその 飾 犬 に 綱 瞞 をもっ 。
B に 掛 て も 撒 文 ・ や他所にお ・・て も、か か る記載は トリス タ ン 1・関 して はな 、  物

語 の 主人 公が ユ ダ ン に執着す る と い う箇所 に欠 く。

そ の 代籾 B は 人 と鋤 の 難 を…
騰 と して聊 ヒげ て

・
ソ ・ モ ン 、

＿
実 馳 か れ

の 言葉で は な い（48 ）一
の 引用に 及ぶ

。

ソ ロ モ ン が い み じくも言 う ように

友 はお の れの 猟犬、 と．（w ．146】−1462）（・ ・｝

（Salemen　dit　que　droituriers

Que　ses　amis ごert 　ses 　levriers
，）

B で 嚇 犬 はポ イ ン ター
で は な く・グ ・

一
・ ・ ウ ・ ド （鮒 の 脚鑓 琳 高） との 友情が

人閥 との 間 に成立 する こ とが、ユ ダ ン 導入部 で 格言的 に 言及 されて い る 。

鰍 鰭 の 主 入をあ くま催 ぴ ・恋人 （如 生）は デ ・ナ ・ を捨 て る ．

・齣 ，、輪 ．．蚶
の それ よ 嚇 れ る・ （＄ヱ36・　 1・・ 1・一・3＞ とす る ・ と で ・散文、 は 〔1］rlI］讎 翻 蹴
に耀 しつ つ も・そ瑚 点娯 刳 ・焦点が あて られ るの ・は新た な ・ ・ リ。 ム （mi 、。、，。｛。）
の 展 開で ある 。 犬狗 に比 され る の は女性 な の だ。

こ の 部 頒 『
散文・ の ・ 一

・ 聢 蝿 ・・… 1． と して も、・剣噸 士 、
1・…

（。酌 認 玩
〜融 ） − 42號 宋 ない し・瑙 己初め 喇 作一

な ・ し ・
ラギデ ル の 彳夏黝 … （跏 隔 、

8甑 召 鞠 厩 1）『 1眦 紀末一
は と く腆 嫉 い

。 瀦 は ・ の 樋 の ・黏 彫 、
… 1

竺 竺竺磐 型 ．曁．
る ・ ・ ずれ ・ し・ ・… レチ ・

一
・ の ・・、ゴ ー

ヴ ・ ン （Gauv 、・． ）

54

均

−

（
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を主人公 と した サ イクル に属する
「最古の 詩 の

一
」
c54）に関連ず けられ る

『剣の 騎士 』 に お い

て 「入間一般 に勝 る犬狗の 能 力」 は
「女性 」 に置 き換わ り、ゴー

ヴ ェ ン に寄せ る情愛に お

い て犬狗が 勝 る、 と結論ずけられ る （vv ．1107−1108）。

　こ の 三 テ ク ス トにお け る重要な共通点 は、字句 レ ベ ル で 選択が 常に 「道 の 真ん中」 （『剣

の 騎士 』、v ．1054；『ラギデ ル 』、　v ．4708）に位置す る こ とで ある。主人公 とその 恋人 を両極 と

して 犬狗は同距離か ら選択対象に 向か う。一方、『散 文 』 で は
「道 の 真ん 中」 （＄137、 L11

−12） にあ り、二 人 の ライヴ ァ ル （デ ィナス と
「ある騎士 」） と等距離 におか れる の は恋人

で ある 。 彼女 の 運命 は逆 に こ の 二 人か ら共 に退 け られ、犬狗 は
「
か れ ら二 人の 間」 （＄136、

1．2）一 こ こ で は 「道 」 の 介在 はな い
一 か らデイナ ス を慕 っ て疾走す る 。

　『散 文』 の 作者 は モ テ ィ
ー

フ を共有 しつ つ も、決 して 安易に その 流れ に 乗 っ て は い ない 。

『剣 の 騎士 』 グ レ
ー

ハ ウ ン ド犬や 、

「
ラギデ ル 』 の 普通名詞

「イヌ 」 を敢 えて ポイン タ
ー犬

と し、さらにテ クス ト本来の 主人公 トリ ス タ ン の 愛犬 ユ ダ ン 縁 りの 関係 をもた せ る 。

　本 エ ピ ソ ドに misogynie を摘発する の は容易で ある。一種の 諦観 の 影 に見 えに くい 新 た

なメ ・
ソ セ ージ は犬狗 と飼 い 主 の 間に 成立す る情愛、 B の よ うなテ クス トに も二 冊の

『狂恋 』

に も決 して読 まれ ながっ た、人間側の 動物へ の 情愛が 、友情論が デ ィ ナ ス とい う脇役を通

じて 表明 されて い る こ とが著 し く目立 つ
。

こ の ア クセ ン トの 移動 に 注 意が なされて よい
。

　 ［IV］ トリス タ ン とイズ ーの 死 後の 物 語

　「早 くて 1340年頃で遅 くて 1450年頃か 」
〔5s｝とされ る、本筋が制作 されて 110年 か ら220年 を

経て 、 い わ ば後 日談が現われ る 。 トリス タン とイズ ーの 亡 き後 、 亡骸 は コ
ー

ン ウオール に

運ばれ る 。 イズーの 侍女ブラ ン ジ ャ ン （Brangin ）の 兄弟 ペ レ ニ ス （Perenis）は人 々 の 嘆

き悲 しむ声 を聞き（p．394）、二 人の 恋人たち の 訃報 を耳にす る。か れはか れ らの 墓 の まえで

愁麟 を繰 昿 げ、その 場 を死 に至 るこ とで もなけ れば立 ち去 る こ とはなか ろ う・ と思 わ

れた の で、王はそこ に か れの 家 を建て させ る。

訪 、ユ ダ ン は森 に行 き、多 くの 鹿 を見 るが 、戻 っ て きて
「最初 に 亡骸が 安置 され た岸

辺 に行 き、吠 え始め る」 そ して 「その 葬 られた礼拝堂に 」 と向か う。ペ レ ニ ス を認め るや 、

駆 け寄 り
「

ア

董
ジ

の 亡骸が そこ に葬 られて い る こ とを跡か ら嗅 ぎ出 して 」 周囲 を驚か す悲 しみ

を示す 。

「ユ ダ ン とペ レ ニ ス は そ こ で 食すこ とな く、飲む こ とな く留 まっ た 。 」

（llleuc．d。m 。u ，e ，ent 　H ・ud ・nt ・t　Perenis　san ・ b・ire　et ・an ・ m ・ngi ・・） （P・394）

　ペ レ ニ ス はブ ラ ン ジ ャ ン と ゴ ヴ ェ ル ナル
ー こ の 二 人 は トリス タ ン の 故郷 の レオノ ワ の

王国を渡 され て い た
一 に儲 を送 る ． 馳せ 参 じ たか れ らはユ ダ ン に よ・ て 墓所の 在 りか

を知 る ． 二 人はべ ・ニ ス とユ ダ ・ をと もな い 帰 国す る・ユ ダン は ペ レ ニ ス とい う副次的人

物をなぞ り、 団 ス タ ン と長 い 主従関係 で結 ばれた ゴ ヴ ・ ル ナ ル の 悲嘆 を剏 りす る・

　 『散文』 の 結末 と トリス タ ン の 死 はその特権的な猟犬 に よ り確 認 され る   。

掲 離。後。 ト ，。 ，。 ・イズ ーは
・再 び 見 … と ・ う… 全神経 ・集 ・・す ・ ・ と と な
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「散 文 トリ ス タ ン
「
物語 』 とHudent お よび その 子孫 ／）介入 佐佐木茂美

るが 、そ の 際 に トリス タ ン は 狂 人／ 道化 、 吟遊詩 人、巡礼、ラ イ患者、修道 士等に 変装す

る。だが 狩 猟の入 、狩猟 犬とか か わ り続け る主人公の 姿 は か れ が担 うこ と となる 「情熱恋

愛の 人 」 に 先行 し原始の 「禁忌 」 の 深 い とこ ろに ある影 を．曳ず る。

　ときまさに Marco 　Polo等の 旅行記の 隆盛が イ ン ド東南端部 に人喰 い 入稀 の
「犬頭 の 人」

Cynoc邑phales を置 き直し罪 と悪徳 を地理 的 に遠避 け た〔57》
。

「 トリス タン物譲」 の 輝文 よ り
『
散文

．
』

へ の 書換え　　．二 挿話 にふ り分 け られ た 「モ ロ ワ の 森 」、、ユ ダ ン の 子孫を介入して

新たな 三i
一
題 をと り込み 、主人公 の 死 とその 後 臼談に より　　 の 持 つ 意味が、その 心性史上

に確認で きるの はそ の 時で あるfss＞
。

続

NOTES

ω 　同
．
大宇 の 小松英 輔 氏 に よ るマ イク ロ 7 イ ル ム 撮 影 と C 研 侭 dc ム豌εκ名〜的靴 G動 彦耀 々 を意味す る。こ の 業績に つ い て は動 首は

　 さ きに イタ リア め専門慮．S’in‘ti　F
’
ra ’pu ．’esi ‘こ掲載 した 〔tome ，　L／（XXVIII （1986）p．190）．

〔2〕 同大
1
款の 下肯忠雄 氏 を交 え て の 読 書会 で

「
卜数 年

．
前に ．1 「読み か け た こ と が あ っ た 」 と三 宅氏の 添 え轡 きに 読 まれ る．

〔3）　
屬’L宅rコゴ6faude旨’lseLギt　et　］e　jasbe　de　Tris亡aゴ

1
、　RtJrnu・n．ia，　t．onle 　Li1　‘1993　p（♪ur 　ユ99ひ），bp．361−384、

〔碧
“Le　F… t　la　FL・｛t・・1・ T ・・il・n 　de　Be ・ 。ul ・U ・s　a ・ t］

．
・・碍 。mans 　de　Trsitan”，　i・ T ・iSt・nin，　v ・1・ me 　XV 至〔1・［　95｝．PP．77一贈 ，

〔！，1， 缶t9作 tl代117〔〕年ご ろ。本稿で 依 養した版 本 は B醇 oul，　Le 〜ROPiian　de ハ 翻 α η ．6d．　par 　E ．　Muret ，　qua辷rにme 　6ditiα
．
l　revue 　par

　 L．M ．　Defourques，　Paris，1962．

〔6） Thomas ，　Ltes　Fπ碑揮伊ぬ dzi　Roman 　de　7”吻 η．声〔〕餅 呂ξ！ 伽 蝦 な 3伽 ！ら 6d，　par　B．　rL　Wind 、　Gen 邑ve ．Paris，1960、
〔71，年代推 ξは 古ヒ

・
テ
．
ク ス ト1：あっ て は絶 えず 大 きな論争 を 引 きお こ して い る が 、本 稿 で は 1倉争 ρ顧1後 関係 など 縁 ζべ で省 畔 し

　 て 定趾 を採 p、確 定年代 の 得 られぬ場 合は棚 対｛1
．
代、つ ま ワ 「ク リジコ」 ス … は Thoma ．の ヴ ァ

ー
ジ ョ ン の 済後 と い うよ うに 指

　 定 寸 るに 留め る。
a！se　Les　dezav　PoO｝nes ご／e　tl・tt 厂θ〜ic　Titgtnt’i，6d．　par 　t”．　L ピα ，y、　Paris．19，　94，　P．ti，　v．76↓．
（91i　7

「
瘤 彪   、　herausgegeben　v．　K ．　M 肛 【，1d．　Rerlin．New 　York ，19

’
i7，　P．22（1，　w ．1580e−L5SO：！、

圃 　　RoberE，　The　S  ぐ∫ げ 了｝Jsヶα脚 artd お5耀 〜．　trad．　par 　P．　Schach，　Lincoin．Lendon，1973，　hap且er　63．
l！l） J．｝3ξdセr、Le 尺研 彫 ％ 鷹 乃 廊   2 舷 ア

”1
’
ko・mas ，　Pobnp．　du ．Ygte．痢 セ．　teme 　li，　Paris．1902，　pp．3／2．：1ユ：｛．

〔1：｛〕．Petit　Cr面 が 妖 1同 の Lll（アヴ ァ 卩 冫 ）か ら来，セ，と Gottfrie（1 （tt．d　MarDld ，　p．22U，、
．．ユ5802） に は111療 が ある卩そ れが B益di¢ ヨ

．

　 の T ｝〕Gmas ．聾擢i　k版 に 礎 まれ る 〔．1．’掲；駅 11｝参；1猫．、
〔1：：1 た と え ば D 』 em 臼 rd 、」　’HOtn　ne 　et ‘‘’ム0 ゆ．〔邦 天 （高 橋正男）、「

狼 と人 間』、1991）

鱒 　L．Gntiding’eエ  ノ
’lt‘idtm　Uird   楙 c 脇 μ，（；E・stUtt’酬 ご〜Figui’des所 ‘滋 εε in　der ’initk ：観 諺κガc’〜砌 1

’
ri．vta ）tdiclrktng ，　Zurich，1971：

〔1tl
’

弊 に は3麟 ゆ 議 が あるが 勵 をi！，｛　；i ジ ・ か レ しか う・防 な い tj。b・30，　11　Ps　22 （21ロ 7，1；R ・i・〜119，2：i−24；Ep．？hMPp ．
　 3．2；Apoc ］、22，15，¢ 」c｝

／／IG｝　F．　Jenkins，
’
rhc・T｛ole　of　the　D （）g　in　R り llla ］10・Gaulish　Religi〔m ，　Latontus、し，　XVI （1e

’
　5ア〕，pp ．6｛j−76．

節 　か れ は ま ‘ 自 ♪の 織 こ 含 まれ る
“
犬 狗

”
の 要 索

一一
⊆竺cht1亅ain

−一の 故 に、イ ヌ 肉 を食す るこ とが禁 じられ，そ九 を食 して 死

　に 掲 醗 淑 繊 撫 ea ・・ 〕 （“ r・St・kes，　C・・h・1・i・
’
・ D ・ath ・Ab ・idg・d　f・ ・ m 　th ・ B ・ 。 k 。f　L ・hisしe・，・1・・R … yte　Ceit’ifitze．，　t。 m ，

3 〔1877）．・PP ．1
・’i5−IS5）；DIA ・b・，i・ d・ ．i・bainviユ1・，聯 瞬 磁 蜘 囲 ・・ ’磁 磁 ）P尹・

・i・，197L　P、3116，
  馬 の 代 わ ト1 ［こ

「
犬 をヂトう者 」 ト 1ノス ク ンの 在 ワ様 を もって 物語 の ケ ル ド起源 を靦1甥 する、と する見 解 は すでに G．彪 鳶 に よ

　 9 提 出 され て い た （Potiines　t’t 嫁 醜 ぬ ぢ dtt勉 qy 飜 8寧 ，　Parfs，1
』
gee，　PP、121．．．142）

  伽 継 陝 、『
トリ．ス ク ン 伝 滋 流 脅体 系の 研 劉 、映 公謝 L 昭 和 b6年，　 PP．ff3−Sl。

雛　　
「
禁忌 」・タブ

．一
（9飴 sa＞ に 関 し

．
ごは ・」・R・Reinli“ ．d．　Thci　S“ rtPit’a ！げ G ‘卍商 in　4抱 磁 齟 祕 Rvniao“ ’e，　Halle，　Ii〕33，　P．月 ，

『
：〕 1司驢

．PP
・S6．．93・Cf・J・H ．　L1・

騨
゜・J・B ・ ・ghi　，．　G ．S・h・・Ppe・IE・，　The 　E）・ ・lh　of 　

Dig・．muid ，　i・ π贈 α 跏 ・ L・・m ，e　23　〈IF）121］、
　pp．工57．・179　（特．Fこ pp ．16〔〕−161）　．
（
’
）言｝　ず

’ 1鯲輝
．
メミ噛　前 掲

．
出、　P、880

1距 蜘 シャ 起 齣
．
眺 ＆ 瓦襯

蹕 な ど・Cf・P・G ・員・i・，　G ・融 伽 ・ 鰄 ・ ・融 廨 峨 燃 w 窺 ・鰡 ” ・、蜘 ’、脚 ，、，勲

　Pl．？Sftn．　Paris、1974．
．

齣 ム ¢詔 θ嬲 醐 de　Chf’・”ii・’・i ・ie　Trvv‘s．　C／ligbs．　ed．　pttr　A ．　Micha ，　Paris，　／9，　57，　 p．S4，
  　あ らゆ る 野 鳥 の 声 を頁似 ゐこ との で きる ト リス ク ン の 狩技 などに つ い て は ア ン グ ロ ニ／ ル マ ン 方 言で 古か れ た

”DOnnei　 d｛〕s

．Am …
”
，に P ・・顧 ・・ 尺翩 蜘 t．　xxv （1896），P．5。鯵 照⊃　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 152

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1ア〉
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明星 大学研 究紀 要 【日本文 化 学 部 ・言 語 文化学 科 】第 5号 1997年

　　　　  　狩 猟場面 が 筋書の 急展 開 を招来 す る例は数知 れ ない が 、その ような設定を 「 トリス タ ン 物 語」 両系列 と もに 見 い 出せ な い 。

　　　　　Cf．　Les 乙嬬 de 』4α漉 de　France，　publ ．　par　J．　Rychner，　Paris，1969の
「
短 詩 」 Guigemar （pp．5−32＞，Biscraveret （pp．61−71），

　　　　　Lanva1 （pp．72−92）な ど。
　　　　  　鷹 狩 より 半世 紀 して 、犬 を使 う

「
狩猟 」 は 十二 世 紀末、イ ギ リ ス に伝 わ る （F．REmigereau ，　Tristan，　maitre 　de　v 色nerie 　dans

　　　　　［atradition 　ang 】aise　et　dans　le　roman 　de　Thomas，　in　Romania ，し LVIII ｛1932），pp、218−237）。

　　　　  　Ph．　M6nard 　in　La 　Chasse　au 　Moンen　Age．　Actes　du　Coξloque　de　IV
’
ice，22！24 ノ婚 z　1979．

　　 　　  　Guigemar，6d．　cit 、　de　Rychner ，　p．8，　vv ．8］−S6．

　　　　  　ChrEtien　de　Troyes，　Erec　et　Enide．　publ ．　par 　M ．Roques ，　Paris，1973，　p．4，　vv．123−124；Guingamor，　in．Les　L鵡 Anenymes

　　　　　des　Xtle　 et 　Xitle　 si2clesJ　publ．　par　P．　M ．　O ’Hara 　Tobin，　Gen 乙ve ，1976，　 p、142，　vv ．204−205、

　　　　  E π 醜 ，Ed，　par　J，
．
J，　Salverda　de　Grave，　t．1，　Paris，1964，　p．145，　w ．4752−4754．

　　　　勧 　Vergi】ius，　Aeneidos，　in　Qpera，　recognovit 　R．　A 、　B．　Mynors ，　Oxonii，　MCMLXIX ．　Vm ，　p．287，　w ，166−168．

　　　　  　
’‘
diStraCtiOn

”
（M ，　BIQCh，　La　500諺 彦勧 磁 」ε．」％ 癇 ，1965，　p，422；M ，　PaStQureau，加 Vie　qt“）tidienne　 en 　 FranCe　 et　 en

　　　　　Angleteiv，e　au 　teUa＞s　des　chevaliers 　de 跏　Table　Ronde ．　Paris，1976，　pp．136
−］38＞．

　　　　駒　12 世紀末 は ポ イ ン タ
ー

種が 全 盛 を迎 え 、一世 紀 後に は 毛 の 長 い 、耳 の 垂 れた．小 型 な い し中型 犬
「
ス パ ＝ エ ル 」 に趣 向 が 移

　　　　　る （J．−O．Benoist，　La　Chasse　au 　vol ．　Techniques 　de　chasse 　et 　valeur 　symbo 【ique　de　la　volerie ，　in　La　Chasse− 　
・・

p．121）e

　　　　（35｝ Bestiaires砌 Moyen　Age，　pr6Senし6s　par　G．　Bianciotto，　Paris，1980，　p．225、

　　　　 的 B6rou1，6d，　cit ．　de　E ．　Muret ．　L．　M ．　Defourques （上掲 注｛5D、　p．49．

　　　　  　Eilhartで は トリス タン が何頭 か の なか で もUtant を最 も
．
叮愛が っ て い た 。　Eilhart　von 　Oberg，　T2tstrant．　ed．　par　D 、　Buschin・

　　　　　ger，　G6ppi   en，1976，　pp．343−353．（vv ．4370−4371）Eilhartの 15匱紀の 散文訳は 数ある トリス タン の 猟犬の 中で もウク タ ン トを

　　　　　と くに 可愛が っ た ばか りか か れ 自身で 飼育 した、とあ る （
「
トリス トラン トと イザル デ 』、（小 竹 澄栄 訳．国書刊 行会、1988年、

　　　　　P．161））。

　　　　  鋤
“
dass　er　der　erst　wer ，／der　dass　erdachte ，／　dass　bracken　brzlchte　f　zO 　recht 　wi 正dess　gefert．

”
（ibid、，　p．356）．B の 狩猟場面

　　　　　の 詳細 は ドイ ッ 語流布 系 で 消 え る代わ りに こ う した hyperboleが 挿 入 され る （その 散 文訳 で は （前掲 注谺参照）で は 消え る〉。

　　　　　Eilhartにお い て Utantが 「代替 」 するの は トリス タ ンば か りか イゾル デ （C．C．M ．，　tome 　XIV （1971），p．380＞。

　　　　鋤 　foresta，　furestisは 「狩 猟 に あて られ 」、　 silva と対立 す る。部 分 的 に 「
樹木 の 領 域 」 を指 す （G ．　de　Gislain，　L

’Evolution　du

　　　　　Droit　de　Gareme 　au　MQyen 　Age，　in　La　CILas’s’e　 au　Moyen ／Age，　Actes　du　Cottoqtva　de　Nice，22 ／24　juin　1979，　Paris，1980，　p．

　　　　　39）。foresta，　 forestis（狩猟 空間）の 開 墾 は 「 ト 11 ス タ ン 物語」 の各 ヴ ァ
ー

ジ ョ ン の 書 かれ た12世紀、その 項 点 に 達 して い た

　　　　　　（G ．Duby ，ム翫 o 叨 珈 8　iurale 　et　iz　vie 　des　campagnes 　dans ∬
’OcCident剛 δゴ蜘 α4　Paris，　 1962，　p．146）。

　　　　姆 　
“
mot 　buen 　archier

”
（6d．　 cit、　p．40）

　　　　（41｝　
‘‘
pris仁1’arc ，　par　le　bois　vait ，ノVit．＿ancoche 　et　trait

”
　〔ibid．，　P．40）

　　　　〔4助　
‘‘Trova　Tristan　1’arc 　Qui　ne 　faut”（ibiCl．，　 p、54，v．1752）

　　　　（43｝　
’‘
nos 　avTiens 　le　monde 　perdu，　et　li　mondes 　nos

”
　（邑d，　cit ．　de　Curtis，　t．11，　p．149）

　　 　　 瞬 　Ed．　de　Ph、　M 色nard ，し t，　p．272

　　 　　 （4励　Ibid．，＄188，1．26−30，

　　　　   　Les　deur加 ∂阻 ¢ 5　de　La 幽 ガ窿 TriStan，　ed，　par　F ．　LecDy ，　Paris，1994，　p．80−82，　 v．895−938．

　　 　　 騒噂　rbid．，　p．31−32，　V ．485−526、

　　　　（4V　 『ゲ ス タ ・ロ マ ノ ー
ル ム 』 （（lesta　 Rotnanontm ） に 記 載 され た 説話 を B が 知 っ て い た と看 做 しえ る （F．　Lecoy ，　 Sur　 les　 vers

　　　　　 I461−1462　du ア擣 如 児 de　B6rou1，　in　Romania ，　tome 　LXXX （1959），pp．82−85｝。

　　　　〔49） B6roul．6d．　cit ．　de　E．　Muret−L．　M ，　Defeurques （上 掲注（5））．　 p．45，

　　　　  　E．Baumgartner ，　Le　
’‘
TidStan　en　proseZ　essai　d

’inte，pre
’
lation　d

’
un 　roman 卿 6認動 α 4　Gen6ve ，1975，　p．14L

　　　　6且）　Baltimore，1900，　 vv ．861−1191．

　　　　  　Ed．　par 　Friedwagner ，　Ilalle，1909，　vv ．3362−3693　et 　3747−4857．

　　　　  　Ph．　M 百narCl ，　Le　Rire　et 　le　5 σ耀 加 dans　ie　Roman 　Cottrtois　en 　France　a ” Moyen 　Age．　Gen さve，1969，　pp、231−234．

　　　　励 　E ．Baumgartner ，　Le　Chevaier　fi　1
’
ep6e．　in　La 　Lggende 　Arthun

’
enne ，　Paris，1989，　p．511．研 究史．Lで 遅れ て い る ゴ ーヴ ェ ン の

　　　　　サ イ クル とこ の 主題 との 読 み 合 わせ は 必 要 と なろ う。「
女牲 と 犬狗 」 の 主題 との 読 み 合せ は Gnadi  er に ない し、ま し て 『散

　　　　　 文』 は全 く除外 され て い る （上 掲 注（14））。Cf，　K，　Busby，　Gauvain．　in　old 　French 　Literatare．　Amsterdam，1980，pp．248−257、　B

　　　　　 に お ける星座 の 研究 〔シ liウ ス ）な どが （Ph．　Walter，　Orion　et　Tristan　ou 　la　S6mantique 　des　6toiles，馳 η幽 ” o召．　tome 　13

　　　　　 （19B3｝，pp、437 −449＞唯一で は な い か ？

　　　　 岡 　E．Baumgartner ，（1）．　cit．．　p．83．

　　　　岡 　こ の トリス タ ン 死 後の 結 び は非 常 に好 まれ た形 跡 が あ る。イ ン ク ナプ ラ に はこ の 部分 が 付 さ れ て fiJ行 さ れ た （lbid．，　p．82，　note

　　 　　　 25）．

　　　　   　Philippe　M6nard （佐 佐 木 茂 美解説 ｝、　L
’
111ustration　du“Devisement 　du　Monde”　de　Marco　Polo，『 u月星大学研究紀要』．第 2

151　　号 （1994）・P・157・xxx ・P・166−167　お よび拙解説・P・152・note
　
15 （古典 典拠 を含む ）。

　　　　聞　重要な当時 の ジ ャ ン ル
「
動 物誌 J は 犬狗 の ネ ガ として フ ァ プ ラ

「
肉を運 ん で い る 犬 」 〔（

『
イソ ッ プ寓 話 亠 （山本光 雄訳 岩 波

（18）
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『散 文 トリス タ ン 物語 』 と Hudent お よび そ の ．チ孫 の 介入 佐佐木 茂英

文庫．p、／45−．146） を載せ （Cf．　Op．cit ．，（本稿 注 （35，、　p．66）こ の 寓話 をして 「
無知 」 と 「非理 性 」 を表 象 させ た．「

欲 ふ か き 犬

の 話 」 は 、16世 紀 に 排 除 空 間 に 向か ・丿て 東漸 し、わ が 国 で 19世 紀、国 定教 科 書に 組み 入 れ られ る （小 堀 桂
一

郎、el
イ ソ ッ プ 寓

話・そ の 伝承 と谿 ・・中公 新書、P・261−263｝．肯 定的側 面 は13世紀 ドミ ニ コ 会創設 の vg　srkに 読 隷 る．1）。mi 。i・c 。 ，、1， （D 。 nil 。i

神の 、canis 犬）、イ ヌ （修道
一
ヒ）は 「イエ ス の 代弁者 」 と して機 能 し悪徳 の ．イメ ー

ジ か ら脱 皮 する 。近 年、ず
神 の 犬 』 （．Les

Citie？ts　de．1）ieu）は ：， トワ ニ ア 語 で 「
狼男 」 を指 す と い う指摘で 書 き始 め た G ．　Milln　CBreSt，1993、　p．7） は東方か ら

「
狼 男 亅 の

侵 入 と同 時期 に 「 イヌ 」 に 寄せ られた意識一ヒの 変化に 言 及が な い の は惜 しまれ る 。絹矛 盾す る connotations が それ ぞ
．
れ 逆 転 ・

反転 し始め た 時点 に われわ れの
『
散 文 卜 1メス タ ン 物語 」 が あ っ たは ず なの だ 。
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